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 平成 20 年（1～12 月）の新規ドナー登録者数は 

38,481 人で、前年（38,440 人）と比較して微増と 

なりました。累計では 329,247 人（12 月末現在） 

となっています。 

 また、平成 20 年 12 月に累計１万件に到達した 

移植数は年間では 1,104 件となり、前年の 999 件 

を 105 件上回って、過去最高の件数となりました。 

ドナーの方々をはじめ、各関係者の皆様に心より 

感謝申し上げます。 

 
 

 11 月 12 月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 3,996 3,565 329,247 417,071

患者登録者数 187 196 2,389 26,588

骨髄移植例数 101 78 - 10,069
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日本骨髄バンクの現状（平成 20 年 12 月末現在） 

■20 歳未満のドナー登録者数 

 12 月    202 人 

 合計   9,072 人（17 年 3 月～）

■51 歳以上のドナー登録者数 

 12 月新規  120 人 

   延長  227 人 

 合計  13,175 人（17 年 9 月～）

 注）数値は速報値のため訂正されることがあります。 

2 骨髄採取キットの欠品について 

 平成20年12月17日（水）、バクスター社より骨髄採取キットの欠品が発生する旨の連絡がありました。

バクスター社製品の在庫は、2月末頃までの骨髄採取に充当される予定です。その後の対応について厚生

労働省、日本造血細胞移植学会及び骨髄移植推進財団において協議を重ねてきておりますが、バクスタ

ー社製品に代わる米国バイオアクセス社の製品を調達し、欠品が生ずることがないよう措置いたします。

また、その措置においては、採取施設や患者さんに費用負担をかけることのないように検討を進めます。

各採取施設に対しましては、今後とも具体的な措置の内容を迅速にお伝えしていきます。なお、1月6日、

学会から厚生労働大臣あてに「移植骨髄調整器具米国バイオアクセス社ボーンマローコレクションシス

テム緊急輸入・使用許可に関する要望書」が出されました。詳しくは、財団及び学会のホームページを

ご覧下さい。 

■骨髄移植推進財団HP：http://www.jmdp.or.jp ■日本造血細胞移植学会HP：http://www.jshct.com 

1 平成 20 年のドナー登録者数及び移植数 

3 コーディネーター養成研修会・説明員研修会開催 

 1月10日（土）・11日（日）、第10回コーディネーター養成研修会の集合研修が東京で開催されました。

コーディネート件数の増加に対応したコーディネーターの増員が急務となっていますが、今回の受講者

は座学、実地研修等を重ねた後、早ければ4月からコーディネーターとして活動を開始します。 

 また、2月からは説明員研修会が全国各地で開催されます。現在、札幌、仙台、新潟、東京、名古屋、

大阪、岡山、高松、福岡の9カ所が予定されています。 

月別新規ドナー登録者数推移
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平成19年合計　38,440名
平成20年合計 38,481名

12月末累計
　329,247名
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7 12 月の区分別ドナー登録者数 

 

8 財団の会議開催予定 

傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局総務部までお申し込みください。 

 公開・非公開 開催予定 

常任理事会 公開・一部非公開 2月 18 日（水）17:00～ 廣瀬第 1ビル 2階会議室 

ドナー安全委員会 非公開 2 月 14 日（土）12:30～ 廣瀬第 1ビル 2階会議室 

医療委員会 公開・一部非公開 2月 28 日（土）14:00～ 廣瀬第 1ビル 2階会議室 

 

12 月の区分別ドナー登録者数は、献血ルーム／1,769 人、献血併行型集団登録会／1,476 人、集団登

録会／98 人、その他／222 人でした。 
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4 平成21年度移植対策関係予算当初内示 

 平成21年度移植対策関係予算が内示されました。厳しい財政事情を反映し、骨髄移植対策については

11億3,700万円と、平成20年度に比べ3,700万円の減額となりました。このうち、骨髄移植推進財団に対

する骨髄移植対策事業費については4億4,071万9千円で、平成20年度に比べ2,300万円余りの減額となっ

ています。 

6 国際協力の現状など 

１）国際協力の現状 

2008.10～12 ～2008.12

海外ドナーから国内患者へ 新規登録患者 全抗原適合＊ コーディネート数 移植数 累計移植数 

NMDP（米国） 5 5 3 0 113 
BTCSCC（台湾） 5 4 1 0 29 
KMDP（韓国） 5 3 3 0 13 
CMDP（中国） 

 
 
→ 

 
 

日本 

5 3 0 0 0 
計  155

国内ドナーから海外患者へ 新規登録患者 全抗原適合＊ コーディネート数 提供数 累計提供数 

NMDP（米国） 23 13 19 0 13
BTCSCC（台湾） 0 0 0 0 0
KMDP（韓国） 53 27 25 3 144
CMDP（中国） 8 2 1 0 0

 
 

日本 

 
 

→ 

その他の国＊＊ - - - 1 23
計 180

 
＊ １人でも適合したドナー候補者が見つかった患者の数。 

＊＊その他の国と地域は累計のみ掲載します。提供内訳は香港７件、ドイツ３件、英国２件、オーストラリア２件、 

  ブラジル２件、ベルギー２件、オランダ１件、カナダ１件、シンガポール１件、フランス１件、オーストリア 1件。 
 

２）骨髄バンクを介して 2回提供された方（累計数） 476 人 

３）DLI（ドナーリンパ球輸注）療法の実施件数（累計数）  287 件 

5 厚生労働科学研究６研究班合同公開シンポジウム 

 「平成20年度厚生労働科学研究 免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業／がん臨床研究事業 ６

研究班合同公開シンポジウム」が開催されます。研究代表者報告では、骨髄移植やさい帯血移植など、

造血幹細胞移植に関する研究成果が報告されます。 

 ■日時：2009年（平成21年）1月18日（日）午後3時～5時 〔無料〕 

 ■会場：東京医科歯科大学湯島キャンパス歯科外来事務棟4階・歯学部特別講堂 


